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福岡県森林研報(12) 2011 
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:揺岡県産スギ品韓の特性揺関県森林研報 12:1.....14，2011 木研究では，福河県藤スギ品積のさま

ざな特性を誠ベた。花粉症対策の一探として 6~8年生時の春期に39品種の雄花者花f設を調査した。
3年間まったく務花しなかった品緯はアカパ，アヤスギなど20品種あった。初期成長を調べるため，楠
1年後から12年後までの樹高を経時的に調べた。 5品種のうちヤマグチが最も成長が尽く，ホンスギ

は最も遅かった。立木に取り付ける携帯裂の応力波伝議時間測定装誼 FAKOPPを用い，強度を簡便に評

価できるか検討した。応力波伝搬速度はヤングネと有意に高い正の相関があることが認められた。そこ

で20年生の30品種の倍搬速度を調べたところ，最も遅かったのは2080mJsのヤブクグリで，最も速かっ
たのは2969mJsのリュウスギで、あった。乾操性の指標として， 20年生の29品慈の心材含水率を謂ベた。

最も伎が低かったのは81%のアヤスギで，最も高かったのは208%のウラセパノレで、あった。さらに木材エ
ンドユーザーの望む品種を探索でaきるよう，累計797名の!泉氏に木材の嫌いな点および改善すべき点をア
ンケートした。最も多い回答は「シロアジに弱いjで，次が rJl寄りやすいJで、あった。これに基づき，
シロアリに曝露した試験体の質量減少率や心材木粉中でシロアリを飼育した際の死虫率を調べ，各品種

の酎蟻性と殺蟻性を評価した。質量減少率で評価した耐蟻慌については品種間差は認められなかった。

殺主義性については，アカパが産地を変えてもイエシロアリやヤマトシロアリに対しておし、活性が

あった。イワオスキ¥リュウスギもイエシロアリに対する殺鵠性は高かった。 r~釘りにくさ j の指標とし

てオオウズラタケに爆躍した場合の試験体の震量減少率を調べた。減少率は対照のブナに比べて，おお

むねどの品種も有意に低かったが，品種間謹は小さいことがわかった。総合的にみて，リュウスギは雄

花着花性は抵く，強度は高く，心材含水率も低く 2 殺説、性も持ち合わせた有望な品種と考えられた。

今一ワード:スキ¥品種，シロアリ，太オウズラタケ，初期成長，雄花着花性，心材合水率， FAKOPP 

[はじめに

福岡県の森林において，スギ (0万7tomeria

japonicα)は植栽期積 (72;486ha)および材積最(

2，937.5万mっともに 1位で，林業上最も重要な樹

種といえる。特に県南地方は挿しスギ林業地帯とし

て発展し，これまでに八女スギといわれる30以上の

挿し木品種が育成されてきた。挿しスギは同じ品種

であれば遺信的に間ーなクローンである。したがっ

て，もしも同じ品種をまとめることができれば，そ

れらはその品韓独自の性質を安定して有する，工業

製品的な生物資源、として取り扱うことができる。こ

のことを利用すれば，特性が暁らかなスギ品種に限

つては，信頼性をもってその特性をアピールでき，

産地化も期待できる。このようなことから， 1990年

代初頭から九州各地でもスギ品種の特性が調査され

てきた。梅岡県でも，これまでに八女スギ品種の特

性は調査されてきたものの(藤田・宮原， 1992;片

桐ら， 1995)，同じ条件でさまざまな品種の特性を

比較するといった調査はほとんどされていない。特

にマイナー品種にいたっては，事例的な調査すら皆

無である。そこで本研究では，福岡県産スギ品種に

ついて，これまでの断片的な報告とあわせてより普

遍的な特性を把握することを目的に，できる限り体

1 )本研究は， jJ県単研究課題「県産スギ品種の特性評価に関する研究J(平成19~21年度)， rスギ高品質材の安定供給
をg指した林業システムの開発J(平成16.....18年度)，国庫補助研究課題 f花粉の少ないスギの選抜と検定技術の関
発J(平成 6~10年度)で実施したものである。

2)福岡県飯塚農林事務所林業振興課
3)福岡県筑後農林事務所林業振興課
4)福岡県福岡農林事務所林業援輿課
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系的に品種の特性調査を試みた。なお，対照として

他県産のスギ品種も供試した。

また本研究では，スギを取り巻く環境にはいろい

ろな立場の人々がいることを考慮し，それぞれの観

点からどのような特性を調夜すべきかを熟考した。

つまり，スギ花粉症患者の立場に立って f雄花着花

性」を，スギを造林し収穫する木材生産者の立場に

立って「初期成長jを，収穫された丸太を製材品に

加工し乾燥を行う中間消費者の立場に立って「強度J

と「心材含水平Jを，品種ごとに評価した。一方，

中間消費者から製材品を購入するエンドユーザーの

立場に立った場合，何を評価すべきかも検討した。

潜在的なエンドユーザーで、ある一般県民に木材の嫌

いな点と改善すべき点を聞き取り調査し，最も多か

った2つの意見をもとに「シロアワへの耐性Jと「腐

朽茜への耐性」も評価した。

以上の結果と過去の研究成果をもとに，福岡県で

は，どのような品患を育成すべきか，利用すべきか

を議論した。

IT.材料と方法

1 .雄花藷花性

1995~1997年の 3 年間，小郡市にあるスギ在米品

種遺伝子保存林(挿し木苗で構成)にて， 39品種(表“

1 1品種あたり 1~42個体で計610個体)の雄花

着花量を調査した。調査時の林齢は 6~8年生であ

った。各年とも春期に，林野庁委託の f雄花着花性

に関する調査実施要領J(平成6年6月23日付6林

野普第63号林野庁長官通達)に準じ，樹冠全体に占

める雄花の著生している枝の割合と 1枝あたりの

雄花穂の着生量を目視により観察した。それぞれ5

段階の着花指数 (5: i極多， 4:多， 3: J:/-1， 2: 

少 1 なし)ですべての個体を評価した。なお，

観察はジベレリン処理などの強制着花によらない自

然条件下で、行った。

2.初期成長

当センター困場に1995年3月に植栽されたスギ在

来品種5品種(ヤマグチ，シチゾウ，アカパ，ホン

スキ¥オビアカ)について，樹高を測梓または超音

波測高計VERTEXIII (Haglof社製，スウヱ)デン)

にて経時的に測定した。測定は，植栽1年後の1996

年から12年後の2007年まで， 2003年と2006年を除い

て毎年4~5 月に行った。 1 品種あたり 21~37個体

を対象とした。

Bull. Fukuok Pref. For. Res. Ctr¥ (12) 2011 

3.強度

① FAKOPPによる非破壊評価の検証

携借型の "L~ 力波伝搬時間測定装置 FAKOPP

Microsecond Timer (F AKOPP ENTERPRISE社製，

ハンカ、リー) (以 f，FAKOPPとする)を用いて，

非破壊的に(伐採せずに)強度を評価で、きるかを検

証した。検証は2聞に分けて行った。 1回目は，田

川郡添田町にある九福第2号次代検定林(挿し木苗

で構成)に植栽された36年生の精英樹，早良 1号，

八女9一号，八女10号，浮羽 5号，ならびに隣接する

同林齢の実生スギの各 5 個体計25~回体を対象とし

た。 2回目はF 前述のスギ在来品種遺伝子保存林に

植栽された19年生のヤマグチ，キウラ，ヤイチ，ア

ヤスギ， ウラセパノレの各3個体計15個体を対象とし

た。これらのうち，八女9号は在来品種のシチゾウ

と，八女10号はアカパと，浮羽 5号はホンスギとそ

れぞれ遺伝子型が一致している(後藤ら， 1999)。

以下，本研究では供試した精英樹の遺伝子型が在来

品種のそれと一致した場合は，在来品種名で統ーし

て表記した。また，異名の在来品種同士で遺伝子型

が一致した場合は，データを統合し，よりメジャー

な品種名で表記した。たとえば，星野1母(民間選

抜品種であり精英樹ではない)はヤイチ，ニンジン

パはアカパとした。

最初に非破壊評価を行うため， FAKOPPの発信

センサを立木の地上高1.7mの位置に，受信センサ

を0.7mの位置に取り付け，白ij者をハンマで打撃し

た際の応力波伝搬時間から伝搬速度を求めた。 1個

体につき長径および短径方向を3回ずつ測定し，得

られた6個のデータを平均し，その個体の値とした。

次に応力波伝搬速度で非破壊的に評価した値が，

常法で得られる動的ヤング率と相関があるかどうか

を検証した。応力波伝搬速度を調べた立木はすべて

伐採し(1回目:2005年10月25日 2回目:2008年

12月24日および2009年 1月6日)，長さ 3mの1番

玉丸太(地上高1.0~4. Om)を採取した。丸太の長

さ，直径(末口，元口，中央)，重量を測定し，比

重を求めた。さらに FFTアナライザ SA-77(リオ

ン株式会社製)を用いて，縦振動法による一次固有

振動数を求めた。動的ヤング卒は，式 r(2 x長さ
×一次固有振動数) 2 X比重/101OJにより算出し，

応力波伝搬速度との相関を調べた。

② 30品種の応力波伝搬速度

3の①で応力波伝拠速度とヤング率とは高い柏関

が確認されたので，より簡便な前者の方法で、多くの

スギ在来品種の強度を評価した。対象は，前述のス
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ギ在来品撞遺伝子保存林に植栽された20'""21年生の

30品麓220個体とした。 2009年4月22'""30日および

2010年7丹23日に応力波伝搬速度を測定した(この

うち5品種は3の①でも測定したが，ここでは新た

に別個体を瀦定した)0 1個体につき長径および短

径方向をニ方向ずつ(一方向あたり 3回)澱定し，

得られた12個のデータを平均し，その儲体のイ症とし

た。 1品種あたり 1'""20個体行品種あたり平均

7. 3個体)を供し，平均値をその品植の髄とした。

4.心材含水率

スギ材の乾燥の難易を決定する要因のーっとし

て，心材含水率を測定した。以下の3ヵ所にて，供

試個体の締高部位から円盤を採取した。 1ヵ所自は，

前述の田川郡諒田町の次代検定林で， 36年生の早良

1号，シチゾウ，アカバ，ホンスギ，実生スギの各

5個体 (3の①と同一{自体)から採取した。さらに

問林にて， 2009年10丹5日に40年生のアカパ，ホン

スギの各3個体からも謀取した。 2ヵ所目は，前述

の小郡市の在来品種遺伝子保存林で， 19年生のヤマ

グチ，キウラ，ヤイチ，アヤスギ，ウラセパル各3

{国体 (3の①と同一個体)から採取した。さらに開

林にて， 2009年6丹8'""11日， 2010年8月17日，同

年10月12'""26日に， 20'""21年生の29品種131備体(1

品種あたり 1'""14個体，平均 4.6個体)からも採取

した。 3ヵ所目は，八女市にある九福第1号次代検

定林(挿し木苗で構成)で， 2009年12丹15日に40年

生のアカパ，ホンスギの各31自体から採取した。
以上3ヵ所から採取した円盤は，次代検定林の材

費調査要領(林木育種センター， 1996)に従って，

心材部から絹30mm厚さ20mm(長さは心材の誼桂

ごとに異なる)の試験片を調製した。これらを105

℃で憧量に遣するまで乾燥し，乾嫌重量に対する含

有水分重量の割合で、合水率を求めた。 111剖体につき
1'""2個の試験片を供し，平均値をその個体の{症と

した。各個体のイ誌は品種ごとにまとめ，平均値をそ

の品種の値とした。

5.木材へめ不溝と改良についてのアンケート

木材のエンドユーザーで、ある一般県民が，木材の

どんな点に不講を抱き，改良を望んでいるかを明ら

かにするため，アンケートを実施した。

2004年10月10'""11日に行われたウッドフェスタ

(福岡市植物園，福i開市中央医)および同年11月28

日に行われた当センターの一般開放イベント(久留

米市)の来場者計405名には，住宅用木材について

3 

嫌いな点をたずねた。さらに， 2009年11丹7'""813

に行われた福間県農林水産まつり(天神中央公園，

福岡市中央底)および同年11月14"'15日に行われた

科学イベント(アクロス福間，福岡市中央底)の来

場者，ならびに2009年6月'"'-'2010年12月の当センタ

ー来訪者の計392名には，住宅や家具に用いられる

木材のどこが改長されるといし、かをたずねた。アン

ケートの方法は，質問票に年代と性別を記入しても

らったj二で，あらかじめ用意した選択肢にOをつけ

てもらう方法をとった(選択肢については，園 6， 

7参照)。回答する選択肢の数は制捜せず，任意の

数だけOをつけてもらった。

6.離鰻性と毅議性

5のアンケートでは，木材の嫌いな点または故良

すべき点として「シロアリに弱しリを挙げる問答者

が最も多かった。そこで，シロアリからの摂食され

にくさ(以下，耐蟻性とする)，シロアリを早く死

滅させる能力(以下，殺蟻性とする)を調べた。

①イエシロアリに対する樹蟻性

材料は 3の①で伐採した36年生の早良1号，シ

チゾウ，アカパ，ホンスギ，実生スギの各5偶体計

25個体とした。各個体の胸高部位から円盤を課取し，

その心材部から試験体 (10X 10 X 20nun)を3個ず

つ調製した。シロアリの飼育容器は，アクジノレ製円

筒(内径80mmX高さ60mm)の患を石習で留めて

作製した。乾燥を紡ぐため，これらは含水スポンジ

を敷いた小型コンテナに並べ置いた。飼育容器には，

あらかじめ乾燥慢量を求めた試験体を 1器あたり 5

個 (5品種Xl個体Xl個)ずつ放射状に配置した。

これに，九州大学構内および遠賀郡関境問丁の国有林

内のマツ丸太から採取したイエシロアリ

(Coptotermes formosanus) (職蟻150頭÷兵蟻15頭)

を投与し， 28
0C暗所で飼育した。 2113後，再度試験

体の乾燥'恒量を求め，試験体の繋量減少率を求めた。

試験は 1品種あたり 15回 (5個体X3個)繰り返

し，平均をその品種の質量減少率とした。比較のた

め，アカマツ (Pinusdenst庁01"α) 5個体からも同様

に3偶ずつ試験体を鵡製し，アカマツだけからなる

試験匿 (5個体X1傭)を3昭繰り返して設けた。

②イエシロアリに対する殺様性

嘉手苅ら (2004)の方法に準じて，心材の木粉で

飼育したシロアリの死虫率を経時的に調べた。材料

を変え2回に分けて評価した。 1回目の材料は 6

の①と同じ25個体から得た。 2回目の材料は，前述

の小郡市の在来品種遺伝子保存林にあった20年生の
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イワオスキ¥ リュウスキ¥ヤマグチ，ヤイチ，ホン

スギ，アヤスギの各 3~重体計18偲体から得た。

各館体の胸高部位から円盤を採取し，心材音r5から

粒度35~60mesh (250~500ト狂的の木粉を諦製した。

i直径9cmのガラスシャーレにこれら木粉3gを入

れ3 蒸留水7mlとよくなじませ，シャーレの片側j

に寄せ置いた。これに遠賀郡岡塩町の国有林内のマ

ツ丸太から採取したイエシロアリ(職蟻30頭十兵蟻

3頭)を投与し， 28
0
C暗所で師育した。 lhll日は投

与14日後まで，毎日各シャーレの死虫数をカウント

し，死虫率(死虫数/投与数)の推移を調べた。反

復は設けず 5個体の平均をその品種の死虫率とし

た。対照は，アカマツ 5個体の辺材部から調製した

木粉とした。 2由自は投与24日後まで死虫率を調べ

た。 1個体につき 3回ずつ反復をとり， 3~国体の

均(3鱈体X3反復)をその品種の死虫率とした。

対照は，クロマツ (Pinusthunbergii) 3個体の辺材

部から調製した木粉 (3個体X3反復)とした。

③ヤマトシロアリに対する殺蟻性

ヤマトシロアリ (Reticulitermes speratus)におい

ても， 6の②と間様Jこ心材の木粉で、銅育した場合の

死虫率を経時的に調べた。材料を変え2回に分けて

評価した。 2回とも品種は40年生のアカパとホンス

ギ3個体ずつで，異なるのは採取地と採取時期であ

る。 1回目は田川郡添田町 2回目は八女市のし吋え

れも前述の次代検定林から，それぞれ2009年10月と

12月に採取した。

どちらの回も実験方法は6の②とほぼ問じで，異

なるのはヤマトシロアリ(職蟻30頭十兵蟻3頭)を

投与した点である。 1個体につき 3回ずつ反復をと

り 3個体の平均 (3個体X3反復)をその品種の

死虫率とした。投与20日後まで毎日死虫率を調べた。

対照には，クロマツ 3個体の辺材部から調製した木

粉を用いた。

7.鶴朽性

5のアンケートでは，木材の嫌いな点または改良

すべき点として「腐りやすい」を挙げる回答者が 2

番自に多かった。そこで，木材腐朽菌に対する抵抗

性(以下，摘す朽性とする)を調べた。日本工業規格ns
Z 2101-1994に規定された方法に従って 2間に分

けて耐朽性試験を行った。 1医!目の材料は， 3の①

で伐採した36年生の平良 1号，シチゾウ，アカパ，

ホンスギ，実生スギの各5個体計25f]国体とした。 2

回目の材料は， 3の①で伐採した19年生のヤマグチ，

キウラ，ヤイチ，アヤスギ， ウラセパノレの各3個体

Bull.F時uokPref. For. Res. Ctr. (12) 2011 

計15個体とした。

各個体の胸高部位から円盤を採材し，心材部分か

ら6儲ずつ試験体(一辺20mmの王立方体)を調製

し，朽臨区民と対照区用に3個ずつ分けた。蹟朽

蕗区は 250gの海砂を入れた培養瓶(ポリカーボ

ネー i、製:容量500ml)に80mlの培養液(グ、/レコー

ス 4%，麦芽抽出物1.5%，ベプトン 0.3%) を

加え，前培養した褐色腐朽菌オオウズラタケ

(Tyromyces palustris) (FFPRl WD欄1080株)を 3ml 

接議した。梅砂表面に菌叢が蔓延した後，あらかじ

め乾燥'恒量;を求めた試験体を 1瓶あたり 3個ずつ置

いた。対照区はオオウズラタケの代りに滅菌蒸留水

3 mlを接種し，間接に処理した。これらを26
0

C暗

黒下で培養した。 60日後，試験体から菌糸を丁寧に

取り除いて乾燥恒量を求め，試験体ごとに質量減少

率を求めた。 H国体由来の3試験体の平均質量減少
率について，腐朽菌区と対摺毘の{症を求め， 1両者の

差をその個体の質量減少率とした。 1出自は5個体

の平均を， 2回目は31個体の平均を，その品種の費

量減少率とした。比較のため，プナ (Faguscrenata) 

1個体から辺材の試験体と，ヒノキ (Chamae，のparis

obtusa) 1個体から心材の試験体を調製し，これら

も同時に供試した(1回目はブナもヒノキも両試験

区に9試験体ずつ 2回目はブナは間試験区iこ6試

験体ずつ，ヒノキは3試験体ずつを供試した)。

軍.結果

1 .雄花藷花性

39品種の雄花器花指数を表-1にポす。全個体の

平均着花指数は1995年が1.43， 1996年が1.09， 1997 

年が1.21と推移した。最も着花量が多かったのはゼ

ンダスギで1995年が3.80，1996年が2.00，1997年が

3. 76で、あった。一方， 3年間まったく着花しなかっ

たのはアカパ，アヤスキ¥ヤブクグリなど20品種あ

った。

2.初期成長

5品種の樹高の推移を図-1に示す。植栽1年目

の平均樹高は，低い方からホンスギ55.6cm，シチ

ゾウ62.7cm，アカパ68.1cm，オピアカ73.8cm，ヤ

マグチ75.9cmであった。 2年関以降は，シチゾウ

とオピアカの間で頗位の入れ替わる年はあったが，

その他3品種の順位は12年目まで変わらなかった。

すなわち， 5品種の中でヤマグチは1位，アカパは

4位，ホンスギは5位をキープし続けた。 12年目時



5 

マグチの56%の催であり，ヤマグチの6年自よりも

低かった。アカパ(平均736cm) もホンスギに比べ

ると有意に高いものの (p<O.o1)， オピアカ(平

均811cm) を含む上位3品麓に比べて有意に低かっ

た (p<O.ol)。なお，胸高産経についても 3年目

以降から12年自まで測定したが，傾向は大きく変わ

らなかった(データは非提示)。

2011 

39品種の3年間の雄花着花指数

品率重名

3.強度

① FAKOPPによる非破壊評値の積証

立木における応力波伝搬速度と 1番王丸太の動的

ヤング率との相関について 1回目および2間告の

検証結果をそれぞれ関-2と図-3に示す。いずれ

も有意な正の相関が得られ (p<O.o1)， 特に

1閤臣は相関係数がO.96と非常に高い相関であっ

の

濃部町産
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表制1.
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よから 3年限の平均雄花滋「花指数が低い阪に波ベた。 蕗力譲伝騒速度(出s)

関陣2.応力波イ云撮速度と動的ヤング率の相関

(1回目)

7 

(よじ
)

M
附
h

引
入
れ
ず
密
議

r I立祁関係、数、紳は 1%水準で有J訟であることを表す。

Jj噌号車産。:キウラ

o:ヤイチ
ム:ヤマヅチ

φ:ウラセパ')レ

.:アヤスキι

原産地i土、宮島(1989)および宮原 (2∞0)を参照した。

点において 1位のヤマグチ(平均889cm)は2位

のシチゾウ(平均840cm) とは有意差がないものの

(Tukeyの HSD検定，p =0.20)，他の 3品種に比

べ有意に高かった (p<O.o1)。一方，ホンスギは

植栽1年活からすでにシチゾウ以外の3つの品種と

比べて有意に樹高が低く (p<0. 01)， 12年自でも

平均498cmで、あった。これは最も樹高の高かったヤ 6 

5 

ーかヤマタチ

→〉シチソウ

ートオピアカ
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r二号.弱H

3400 3吾容召ヱ雲§号
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図-3.応力波伝描速度と動的ヤング、率の相関

(2阻自)
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rf土相関係数、林は 1%水準で有意であることを表す。

経過去手数(年)

5品撞の植栽後の樹高の推移留幽1.
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た。 1回目の早良 1号 2回目のウラセパノレ，ヤマ

グチなどややばらつきの認められる品種もあった

が，同じ品種はおおむね近い位置に分布した。 1回

目のシチゾウは動的ヤング率が平均7.7GPaと最も

高く 1回目のアカパ，ホンスギ 2居間のアヤス

ギはそれぞれ4.7GPa， 5. OGPa， 4. 8GPaと低かった。

なお，一般に使われる強度等級区分の E50は4"-'6

GPa， E70は6"-' 8 GPa， E90は8"-'10GPaである。

5.木材への不満と改良についてのアンケート

2004年の木材の嫌いな点を問うたアンケートで

は，福i理市植物闘で141名(10"'-'70代の男性61名，

女性79名，不明 1名)，当センターで264名(10"-'70

代の男性100名，女性150名，不明は名)から有効回

答を得た。神j地点の回答結果を比較したところ，非

常によく似た傾向を示し，有意差は認められなかっ

た (χ2検定， p=0.76)。そこで，両地点の結果を

まとめて図 6に示す。木材の性能面で嫌いな点と

して最も多かった回答は， rシロアリに弱し、J(32%) 
で，次に多かった回答は f属りやすい(カピが生え

やすい)J (20%)で、あった。このような生物的耐久

性が劣る点を挙げる回答は半数以上に達した。以下，

「傷がつきやすいJ(12弘)， r変形しやすいJ(8 %)， 
「変色しやすいJ(4弘)といった物理的耐久性が

劣る点を挙げる回答が続いた。

図-5. 29品種の心材含水率

左からザー均値(ごと襟準備蒸)の低い}I演に主主ベた。
② 30品種の応力波伝搬速度

30品種の応力波伝撮速度を図-4に示す。伝搬速

度は最も遅いヤブクグリの2080mlsから最も速いリ

ュウスギの2969m1sまで品種によって異なった。全

品種の平均値は2443m1sで、あった。 3の①でヤング

率が最も高かったシチゾウより伝搬速度の速かった

品種は， 10品種あった。一方 3の①でヤング率の

低かったホンスキ¥アヤスギの倍搬速度は本調査で

も遅かったが，アカパは中位で、あった。
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図-6. 県民405名が答えた「木材の嫌いな点J

2009"-'2010年の木材の改善すべき点を陪うたアン

ケートでは，天神中央公園で161名(10"-'70代の男

性44名，女性98名，不明19名)，アクロス福間で174

名(10"-'70代の男性62名，女性101名，不明11名)， 

当センターで57名(10"-'70代の男性37名，女性13名，

不明 7名)から有効回答を得た。 3地点の回答結果

4.心材含水率

添田町の36年生時のホンスギの心材含水率は56

%，アカパ辻71%，早良 1号は91%，シチゾウは99

%，実生スギは133%であった。 40年生時のホンス

ギおよびアカパはいずれも69%であった。

小郡市の29品種の心材含水率を関-5に示す。平

均値は，最も低いアヤスギの81%から最も高いワラ

セパノレの208%まで品種によって異なった。全品種

の平均値は126%で、あった。

八女市の40年生のホンスギの心材合水率は52%，

アカパは63%で、あった。

アカパとホンスギは3ヵ所で測定したが，小郡市

以外の 2ヵ百ITでは63"-'71%， 52"-'69弘と安定して低

かった。小郡市ではそれぞれ115%，83%とやや高

かったが，同じ箇所の品種の中ではいずれも平均よ

りは低かった。

左から平均値(土擦務偏差)の低い順に並べた。
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を比較したところ，よく似た傾向を示し，地点間で

存意差は認められなかった (χ2検定， p=0.62)。

そこで 3地点の結果をまとめて国-7に示す。木

材の改善すべき点として最も多かった回答はシ

ロアリ lこ弱いJ(23%)で，次に多かった回答は「腐

りやすい(カピが生えやすい)J (21%)で、あった。

つまり，木材の嫌いな点を問うたアンケートと上位

2位までの回答は問じであった。以下 r撚えやす
いJ(16%)， r傷がつきやすいJ(13払)， r変色しや
すいJ(7 %)， r変形しやすし、J(6 %)といった物
理的酎久性の改善を挙げる回答が続いた。

悪霊管が警警ぎやすい
その他 2劣

後j窒が55い 5見

関側7.県民392名が答えた「木材の改善すべき点」

6.離蟻性と殺犠牲

①イエシロアリに対する酎蟻性

各試験体をイエシロアリに21日間曝露後の質量減

少率を関-8に吊す。対照のアカマツ辺材の質量は

平均2.85%減少したのに対し，スギ心材はいずれも

有意に減少率が低かった (LSD検定，p<O.o1)。
スギ品種間ではホンスギの0.00%から実生スギの

O. 77悦まで多少ばらつきはあったものの，有意差は

認められなかった (LSD検定，p >0.10)。

4 

京 3
、、四~

2 

1 

O 

関-8. イエシロアリに21日間藤露後の質量減少率

平均値(土様準誤差)を表す。

異なるアルファベットは1%水、君主で有意差があることを表す。

7 

②イエシロアリに対する殺蟻性

添田町産のスギ心材木粉で飼育したイエシロアジ

の死虫率の推移を図-9に示す。対照のアカマツ辺

材と比べ，スギ心材で飼育した場合はいずれも死虫

率のカーブは領斜が急で、あった。中でもアカパが最

も早くから死亡し始め，平均半数致死日数は7.0お

と，他の4品種に比べて有意に短かった (LSD検

定，p <0. 05)0 14日後の死虫率をみると，アカマ

ツでは42%であったのに対し，アカパ，平良 1号，

実生スギではほぼ100%，ホンスギは89%，シチゾ

ウは 79%に達した。
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留-9.イエシロアリの苑虫率の推移

小郡市産のスギ心材木粉で飼育したイエシロアリ

の死虫率の推移を図-10に示す。対照のクロマツ辺

材と比べ，スギ心材で飼育した場合はいずれも死虫

'率のカーブは高い位震で推移した。中でもイワオス

ギとジュウスギのカーブは他の4品種と比べて高

く， 24日後の死虫率はそれぞれ60%，55%と両品種

だけが50%を上田った。その他のスギ品種の僅は，

ヤマグチが44%，ヤイチが41%，ホンスギが39%，

アヤスギが38%とあまり差がなかった。対照のクロ

マツは17%とかなり低かった。
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7.樹朽性

添田町産のスギ試験体をオオウズラタケに60日間

曝露後の質量減少率を関 13に示す。対照、のブナ辺

材の減少率は41%であったのに対し，スギとヒノキ

の心材は有意に減少率が小さかった。スギ品種間を

比較すると，シチゾウが11%と他の4品種 (0.2'"'-'

3.7%) より有意に減少率が大きかったが (LSD検

定，p<O.01)， それ以外の品種間では有意差は認

められなかった (p>0.14)。

(12) Bull. FukllOk Pref. For. Res. Ctr. 8 

③ヤマトシロアリに対する殺蟻性

添田町j衰のスギ心材木粉で飼育したヤマトシロア

リの死虫率の推移を関-11に示す。対照のクロマツ

辺材と比べ， アカパおよひび、ホンスギの£心、J材材ド持材j宇-で

た場合は苑E車k率のカ}ブの傾斜lは土明らかに急で、あつ

たo 特にアカパ;はま，ホンスギよりカーブが急で，平

均半数致死日数は4.1日と，ホンスギの8.9日に比べ

て有意に短かった (t検定， p<O.uI)o 20日後の

死虫率をみると，クロマツで、は27%で、あったのに対

し，アカパ，ホンスギともほぼ100%に遺した。

事く み
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平均依(土採準偏差)を表す。国胸11.ヤマトシロアリの死虫率の推移

異なるアノレファベットは 1%水準で有怠惑があることを表す。

小郡市産のスギ試験体をオオウズラタケに60日間

曝露した後の質量減少率を図-14に示す。対照のブ

ナ辺材の減少率は37%で、あったのに対し，スギの心

材は明らかに減少率が小さかった。スギ品種開では

11'"'-'15%と若干ぱらつきはあるが，有意差は認めら

れなかった(分散分析 pヱコO.83)。

50 

八女子11産のスギ心材木粉で銅育したヤマトシロア

リの死虫率の推移を閣-12に示す。諒田町l蛮の場合

と同様に，対照のクロマツ辺材と比べ，アカパおよ

びホンスギの死虫率のカーブは傾斜が明らかに急で

あった。特にアカパは，ホンスギよりカーブが急で，

平均半数致死日数は5.2Sと，ホンスギの14.1自に

比べて有意に耀かった (t論定， p<O.o1)o 20日

後の死虫率をみると，クロマツでは26%であったの

に対し，アカパはほぼ100%，ホンスギは98%に達

した。
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罫7.考察

2008年現在，国民の25%以上がスギ詑粉症とされ

(馬場・中江， 2008)，多くの患者がスギ花粉の舞

う春先に不快な思いをしている。詑粉を減らす方法

のーっとして，間伐などにより者花個体を減ら寸こ

とが考えられる。しかし，着花個体が伐採されるこ

とで一時的に花粉は減るが，残存木の林冠照度が相

対的に高くなるためか，特に高い間伐率では林冠の

再開鎮まで林分雄花生産量が多い状態が続く(清野

ら， 2003) 0 したがって，間伐だけで花粉を減らす

ことは難しい。一方，雄花着花性が遺伝的に決定さ

れることを利用して，雄花をあまり着けないスギ(後

藤， 2002)や，正常な花粉形成フ。ロセスがブロック

される無花粉スギ(平， 2009)などを選抜し，苗木

を育成するプロジェクトが全国的に展開されてい

る。これらが従来のスギと寵換されると，花粉飛散

量の減少につながり，時間はかかるものの花粉症対

策として期待できる。 2009年3月71:3の朝日新開の

土曜販において， r (花粉症の)抜本的対策として有
効なのは?J という開いに対し，回答者9199人のう

ち最も多い4247人が「スギなどの品種改良j と答え

ている。つまり，上記のような育種的花粉症対策は

十分なコンセンサスが符ーられていると考えられる。

九州では，スギ在来品種の中に雄花を着花させにく

い品種があることが以前から知られていた(宮島，

1989)。現世継続中の我々のスギ雄花着生量調査に

おいても 9年間の雄花指数(本研究の着花指数と

は異なる)は実生出来の林分が1017土431(平均土

標準偏差)であるのに対し，挿し木由来の林分は

203ごと165と，後者は前者の約20%程度と非常に少な

く，かつ年次変動も少ない(大)11， 2010) 0 本研究

では，挿し木品種ごとに雄花着花性を3年間にわた

り観察した。その結果， 39品種のうち37品撞が3年

間の着花指数の平均が2.0以下と，ほとんどの品種

が着花しにくいことがわかった(表-1)。さらに

20品種は3年間まったく着花が観察されなかった。

このうち 5品種(アカパ，アヤスギ，ホンスギ，メ

アサ，ヤブクグヲ)は，現在公表されている「花粉

の少ない精英樹J(林木育種推進九州地誌協議会，

2009) と遺信子型が一致しており(後藤ら， 1999; 

久枝ら， 2003)，このことは本調査の結巣の一部を

裏付けている。今後は，樹齢の増加にともなう雄花

着花性の変化についても継続して調査したい。

木材生産者は，スギを植栽した後はさまざまな施

業をしながら収穫にいたる。その施業の中でも下刈

9 

は一般的に最もコストや労力がかかる。また，昨今

椙岡県でもニホンジカ (Cervusnippon)が県内に

11，500頭生息していると推定され(揺悶県森林林業

技術センター， 2010)，植栽後間もない高木の枝葉

が食害にあう被害が各地で観察されている(池田，

2001， 2005)。もしも笛木の初期成長が早ければ，

このような下刈を実縮する期間やニホンジカによる

頂芽の食害にあう期間を減らせる可能性もある。さ

らに収護を早められる可能性もある。以上のことか

ら，初期成長の早さは生産者にとって重要な特性の

ーっと考えられる。本研究で，機栽12年後までの5

品種の樹高成長を調べた結巣，ヤマグチは最も早く

ホンスギは最も遅いという傾向は常に変わらなかっ

た(国一1)。これは締高直経でも同様だった(デ

ータ非提示)。ヤマグチ以外の4品謹は，遺伝子型

の一致する橋英樹が寄在する(後藤ら， 1999;久枝

ら， 2003)。精英樹の成長は，九州各地の検定林に

おける樹高と胸高直径データをもとに成長が早い5

から遅い 1まで5段階で評価されている(林木育種

推進九州地区協議会， 2009)。これによると，ホン

スギと遺伝子型が一致した浮羽 6号および唐津6号

は，樹高は 1~2 ，締高直窪は 1 とtK分されている。

アカパと一致した問)112号ほか3精英樹は，樹高も

胸高直怨も 2'"'-'3と区分されている。シチゾウと一

致した八女9号は，樹高も胸高誼径も 3と区分され

ている。オビアカと一致した佐伯 9号ほか14精英樹

は，樹高も胸高誼径も 3"-'5と区分されている。遺

伝子型が一致したもの関士は同じ品麓である可能性

が高く，上記の精英樹の成長評価は寵来品種の成長

を調べた本研ー究の結果を裏付けるものと考えられ

る。さらに本結果は，ホンスギを晩生，アカパおよ

びオビアカを中生，シチゾウおよびヤマグチを早生

とする長演(1988)や宮島(1989)の分類とも合致

した。今回は5品種しか供試していないが，今後は

他の品諸についても評価する必要がある。これにつ

いては，小郡市および久留米$にある既存の品種保

存林において現時点 (2011年現在22年生および18年

生)での樹高と胸高直経を比較することで評価でき

ると考えられる。

柱などの製材品には，たとえば rE70Jなどとヤ
ング率による強度等級が印字されることが多い。つ

まり，ヤング率は製材品を扱う中間消費者にとって

重要な指標のーっと考えられる。ヤング率を、測定す

るには，丸太や製材品の木口をハンマーで、打撃し，

発生する音の周波数を FFTアナライザで計測する

縦振動法(タッピング法)が主流である。しかしこ
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の手法では，立木を伐採し丸太や製材品に加工する

必要があるため，多数の試料を概定するのが困難で

あった。藤津ら (2003)は FAKOPPを用いて，ヤ

ング率と相関の高い立木内応力波伝搬速度を測定す

る手法をスギに導入した。木手法は，スギのほかヒ

ノキ(藤揮ら， 2005)やトドマツ (Abiessachalinensis) 

(井城ら， 2006)でも用いられているが，伐採せず

に立木のまま評価できるのが利点である。本研究で

も2回の調査で FAKOPPによる応力波依搬速度は

1番玉丸太のヤング率と高い正の相関を示すことを

確認した(図-2， 3)。そこで30品種220個体の応

力波伝搬速度を評価した結果，最も遅いヤブクグワ

から最も早いリュウスギまで品種によって異なる値

を示した(国-4)。当センターの過去の報告で9.1

GPaと非常に動的ヤング率の高かったキウラ(片棉

ら， 1995)は，本研究では伝搬速度は平均より遅か

った。これは林齢など何らかの条件の違いによるも

のと考えられた。一方，キウラの造林地から選抜さ

れたとされるリュウスギ(宮島， 1989)は遺依子型

はキウラと異なったが(大J11，未発表)，伝搬速度

は最も速かった。本研究結果の普通性を検討するた

Bull. Fukuok Pref. For. Res. C仕. (12) 2011 

め，供試品種のヤング率を比較した過去の報告を表

2にまとめた。これをみると，本研究で、応力波伝

搬速度の最も遅かったヤブクグりはヤング率が一貫

して低く，ヤブクグリの強度が低いというのは普通

的な事実だと考えられた。また，J，芯力波イ云搬速度が

平均より遅かったメアサ，アヤスギ，ホンスギは過

去の報告でもヤング率が低いことが多く，逆に平均

より速かったクモトオシ，シャカイン，ヤイチは過

去の報告でもヤング率が高いことが多かった。この

ように，応力波伝搬速度による強度の評価は過去の

ヤング率による評価とおおむね傾向が一致した。

製材品にはヤング率の他に， !D20J'など合水率

の等級も印字されることが多い。つまり，乾燥性も

中間消費者にとっては重要な指標である。乾燥性の

指標のーっとして，本研究では品種ごとにばらつき

の大きい心材合水率を調べた。その結果，最も含水

率の低いアヤスギから最も高いウラセパノレまで品種

によって異なる値を示した(圏… 5)。ヤング率と

同議，本結果の普遍性を検討するため， {共試品種の

胸高部位の心材合水率を比較した過去の報告結果を

表-2に示す。これら過去の報告と本研究の結果か

表・2.過去の報告における供試品韓のヤング率および心材含水率

ttj I'l ヤングネ (Gpa) 心材含水彩(%)

評締法 H 立 E 盟

{泣 ※ 、.山1羽?~括肝. ※?笠

文事k1寺号 4 l 2 
;j;j、鈴(年生) 22 24-40 28 30-34 33“40 38 20 20 22 24-40 28 33-40 
絞殺総長主(本/ha) 3687 2500-3500 3000 。2000-3000 2000 。 。 3687 2500-3500 3000 2000戸3000

アカパ 6.2 7.2 59 87 77 

アヤスギ 1.7 6.3 7.2 5.3 55 57 89 58-63 11 

アラカワ 5.5 7.7 宮2 109-110 

イワオスギ 6.9 6.1 6.1 5.1 6.1 75 110 94 106 92 

ウラセバノレ 5.9 77 119 

オビアカ 5.5 6.5 5.1 8.0 90 91 118 81-126 112 

クモトオシ 6.1 5.8 8.2 7.7 10.3 157 183 206 209 181 

シャカイン 7.9 6.6 100 88 

ナカムラ 4.0 7.5 131 157 

ホンスギ 5.8 6.2 4.7 60 51 

ヒノデ 4.1 6.8 5.0 76 89 99 100 

メアサ 4.5 5.4 68 75 70 102 

ヤイチ 6.5 6.1 53 64 60 59 

ヤブクグリ 3.0 4.6 3.0 4.7 4.2 6.9 72 89 85 102 82 84 

ヤマグチ 6.3 5.8 87 70 

5.6 6.1 5.1 6.4 5.5 8.6 88 93 99 100 85 115 

評価法 無欠点小試験体 (25X 25 X 100mm)のrUIげ試験によるIltlげヤングネ。 H 縦振動法による 1番王丸太の動的ヤング率。
迎 立;;j三出iげ試験による樹幹曲げヤング、率。

値:※ tonfJcm 2をGPaに換算した。※※ 長小こ粂推定値。
文献番号 1 津島ら (2005)0 2 小関(1995)0 3 旅烏ら (2006)0 4 ~lJ下ら (2000) 0 5 九州地区林業試験研究機関連絡

協議会育縁部会 (2000)0 6 K甘itaniet al. (2010)0 7 小閑 (2000)0 8 河滋ら (1991)。
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ら，アヤスギ，ホンスギ，ヤイチはJじ、材含水率が低

く，クモトオシが高いことは普通的であると考えら

れた。一方，本研究ではそれぞれ208%，172%とい

う非常に高い心材含水率を示したウラセパノレとヒノ

デは過去の報告では決して高くはなかった。 応力波

伝搬速度が最も速かったリュワスギは心材含水率も

108%と29品種9=t9番目に低く，ヤイチとともに強

度と乾燥性に優れた品額であると考えられた。

次に，中間泊費者からエンドユーザーの着屈する

特性に規点を移す。潜在的なエンドユーザーとして

の一般県民は，木材の嫌いな点としても，改善すべ

き点としても「シロアリに弱いJことを最も多く挙

げた(関 6， 7)。そこで本研究では，実験室に

てシロアジ飼育試験を行い，耐~議性と殺蟻性の品種

特性を評儲した。掃す蟻性については，実生スギを含

む5品種の心材試験片のうちどれが一番シロアリに

摂食されにくいか，つまり質量が減少しにくいかで

評価した。しかし，本試験では耐蟻性の品種間差は

明確にならなかった(図-8)。一方，心材木粉内

でシロアリを飼育し死虫率を評価した実験では，殺

蟻性について品種間差が認められた(関-9， 10， 

11， 12)。アカバはイエシロアリおよびヤマトシロ

アリの両方に対してとい数致死日数が他の品種に比べ

て短く，高い殺蟻性を持っていると考えられた。特

にヤマトシロアリに対しては殺蟻性が高く，採取地

が異なってもアカパの活性の高さは変わらなかった

(図-11，12)。イワオスギおよびリュウスギも，

イエシロアリの死虫率のカーブが他の品種より常に

高い位置で推移し，殺蟻性が高いと考えられた(函

-10)。一方，ホンスギやシチソワは他の品額に比

べ死虫率のカーブが低い位置で推移しており，殺蟻

性は高くないと考えられた(図 9，10， 11， 12)。

このような殺蟻性を左右する要因のーっとしてテル

ペノイドなどの殺蟻成分が考えられる。たとえば，

オピスギの一つであるタノアカからは，ジテノレベノ

イドの16-phyllocladanolと sandaracopimarinol，セス

キテノレベノイドの8必ud回molが(曽我部ら， 2000)， 

徳島県産スギからはこれら 3種に加え，セスキテル

ベノイドの cryptomerione，cubenol， epicubenol， 

cubebol， τ-cadinol，ジテルベノイドの12“hydroxy楠6，

7 -secoabieta聞8，11， 13-triene-6， 7 -dialが(在涼ら，

2004) ，いずれもイエシロアヲに対する殺蟻成分と

して同定されている。 Shibutaniet al. (2007)は，

2つの異なる場所に植えられたさまざまな精英樹に

ついて，殺蟻成分の cubebol， epicubebol， 

sandaracopimarinolおよびヤマトシロアリの摂食忌
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避活性が認められたジテルベノイドの ferruginol(狩

野ら， 2004)を定量した。 Shibutaniet al. (2007) 

によれば，イワオスギと遺話予型の一致した佐質3

号は，強力な殺i急性をもっcubebol(在原ら， 2004) 

とepicubebolを，供試した25品種中で最も多く含む

ことが判明した。さらに本i弘種はsandaracopimarinol

や摂食;号、避成分の fenuginolもかなり多く含んで、い

た。アカパと遺桂子型の一致した福岡署1号につい

ても 3つの殺!蟻成分はいずれも他の精英樹に比べ

て多く含んでいた。一方，アヤスギと遺伝子型の一

致した阿蘇1号は，これらの殺蟻成分はさほど多く

はなかった。本研究ではこのような殺蟻成分の定量

は行っていないが，アカパやホンスギの心材木粉か

らかヘキサン:ベンゼ、ン可溶部を抽出除去すると，

本アッセイ系の殺蟻性は大きく抵下することを確認

している(森，未発表)。以上のことから，少なく

ともイワオスギやアカパについては，このような殺

蟻成分量の多さが殺蟻性を高めたのではないかと考

えられた。

一般県民に対するアンケートでは，木材の嫌いな

点および改善すべき点として腐りやすい(カピ

が生えやすい)Jが2番目に多かった(圏一 6，7)。

オオウズラタケは，同じ褐色腐朽菌であるカイメン

タケ (Phaeolusschweinitzu)や，白色蔚朽菌である

スエヒロタケ (SchizopJりIllum commune)，ニクウス

ノ〈タケ (Coriolus brevis)，カワラタケ (Trametes

versicolor)やヒイロタケ (Pycnoporus coccineus) 

に比べて，スギのチップや試験片の質量を最も減少

させた(佐捕ら， 2002)。このように強力な木材腐

朽爵であるオオウズラタケに試験片を曝露させた場

合，スギ(品種:ヤマグチ)の質量減少率は，ベイ

マツ，ベイツガ，ホワイトウッドなど主な外材の心

材と比べて有意に低かった(村上ら， 2010)。本研

究では，オオウズラタケ曝露後の質量減少率につい

てスギ品種特性を調べたが 2回の試験とも暁確な

品種間差は認められなかった(図 13，14)。山本

ら (2004) もスギ精英樹15クローンをオオウズラタ

ケとヒイロタケに3ヵ月間曝露させ質量減少率を調

べたが，有意なクローン間差を認めていない。一方，

先述の sandaracopimarinolや fenuginolには数種のカ

どや紬蓄に対する抗菌活性があり (Matsushitaet al. ， 

2006)，これらの成分量はスギ品種によって異なる

(Shibutani et al.， 2007)。したがって，耐朽性にも

品種特性が認められる可能性は否定できないが，本

研究では品種特性は明らかにならなかった。

以上，各形質についてスギ品種特性を述べてきた。
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いずれの形質も，品種としづ遺伝的要因だけで決ま

っているわけで、はなく，立地条件，施業履歴，林齢

など環境的要因にも依存している。したがって，本

研究で示した各品種の特性は絶対的なものではない

が， I司じ環境におかれた飽の品寝と比べた場合の相

対的特性として意味を持っと考えられる。たとえば，

アカパとホンスギの殺蟻性をみた場合，殺蟻性の高

さそのものは添田町と八女市のサンフツレで、異なって

も，アカパは活性が高くホンスギは低いという相対

関保は変わらない(図-11，12)。つまり品種を考

I註すれば，他の品種との相対的特性，ひいてはおお

まかな特性を予測できるので，適材適所の利用がで

きる。また挿し木品種を植栽すれば，クローンの高

い再現性によって期待した特性を得ることもでき

る。さらに同一品種の材をまとめれば，まとめない

場合に比べてロット全体の特性を安定させることも

できる。たとえば木材の乾燥について品種が考慮

されない場合は特性が予測できないため，含水率の

高いものが相当数含まれることを前提に乾燥スケジ

ューノレを設定する必要があった。もしも心材含水率

の低いアヤスギをまとめて乾燥させることができれ

ば，よりエネルギーの少ないスケジューノレに移行で、

き，かつ仕上がりの乾燥ムラも抑えられるかもしれ

ない。このように，品種を考慮すれば，生物材料で

ありながら品質の安定した工業原料として木材を捉

えることも可能となる。

今後さらなる確認は必要であるが，本研究ではリ

ュウスギが応力波伝搬速度，心材含水率，殺蟻性の

いずれも比較的優れた値を示した。初期成長につい

ては不明だが，前述の小都市の遺伝子保存林におけ

る21年生次の平均胸高誼径は18.7cmで，調べた23

品麓の中では中位で、あった (23品種の平均は19.5

cm，中央値は18.1cm) (森，未発表)。リュウスギ

以外にヤイチも強度と乾燥性に優れた雄花着花性の

低い優良な品韓で、あった。しかし，マイナー品覆の

リュウスギも，メジャー品種のヤイチも，どこにど

れだけ植栽されているかの情報はきわめて少ない。

本研究をはじめとして，福間県産スギ品種の特性は

明らかになりつつあるので，森林簿には品種名も併

記するなどして，資源、情報をより機能的なものに向

上させる必要がある。一方，福間県では偶人的な生

産を除けば，スギの挿し木苗生産はヤマグチ，アカ

パ，ホンスギ，アヤスギが主であり(福岡県樹苗農

業協同組合，私信)，リュウスギやヤイチの生産は

自下のところ計画されていない。もしもこれら品種

の生産を開始するのであれば，後藤ら(1999)や宮

Bull. Fukuok Pref. For. Res. Ctr. (12) 2011 

原ら (2000)が確立した八女スギ品種の DNA識別

技術を活用し，母:樹林を整備する必要がある。特に

これからの菌木生産は，社会問題化しているスギ花

粉痕に記慮した雄花者花性の抵い品種でなければコ

ンセンサスを得られにくいだろう。本研究で明らか

になったように，八女スギなど県産品種の中に雄花

者花性の低いものは棺当数あるが，それらの中には

本研究で、見出せなかった別の特性に優れた品種が存

在する可能性があるので，今後も搭岡県産スギ品種

の評価は継続していく必要がある。
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